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極
東
ソ
領
に
於
げ
る
鮮
農
経
倦
に
就
て

池

国

主主
Eコ

長

日

;;Jc 

一

、

は

し

が

き

二
、
極
東
ソ
領
に
於
け
る
朝
鮮
人
の
分
布

一
ニ
、
朝
鮮
人
農
業
の
諸
様
相

(

一

〉

栽

位

制

作

物

三

一

〉

農

業

方

式

(

一

ニ

)

農

業

牧

径

四

、

結

一

吉一、
は

し

?j~ 

き

極
東
ソ
領
に
於
け
る
農
業
の
遊
民
に
闘
す
る
ソ
ビ
エ

1
ト
政
府
の
公
表
は
他
部
門
に
於
け
る
場
合
と
同
様
多
少
誇
大
せ
ら
れ
た
傾

向
る
り
と
離
も
今
日
我
々
が
此
の
殻
展
し
つ
L
あ
る
傾
向
を
無
嗣
し
て
置
く
と
と
は
許
さ
れ
ぬ
。
調
布
の
可
能
な
る
限
り
之
が
賢
数

値
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
推
定
し
置
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
特
に
槌
東
経
梢
力
の
主
要
給
制
た
る
農
業
の
重
要
性
と
い
ふ
翻
賄
に
於
て

又
一
方
移
民
政
策
の
現
質
的
問
題
へ
の
解
答
資
料
の
整
備
と
し
て
農
業
の
技
術
的
保
件
並
に
共
の
粧
品
品
保
件
に
闘
す
る
研
究
の
成
巣

が
極
め
て
重
要
友
る
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
封
ソ
闘
係
が
今
日
在
る
が
如
く
な
る
限
り
現
地
調
奈
は
不
可
能

極
東
ソ
領
に
於
け
る
鮮
農
総
轡
に
就
て



極
東

y
鋲
に
於
け
る
鮮
農
経
管
に
就
て

二
問

で
あ
る
と
と
に
依
っ
て
愈
々
之
が
推
定
調
読
の
緊
要
を
増
す
も
の
で
あ
る
。

此
由
胞
に
極
東
ソ
館
内
に
於
け
る
朝
鮮
人
農
業
の
問
題
を
提
出
す
る
所
以
は
前
記
袋
詰
へ
の
一
貫
献
と
七
て
で
あ
り
、
加
ふ
る
に
同

胞
胡
鮮
人
が
既
に
制
束
ソ
領
内
に
於
て
相
官
の
賀
績
を
牧
め
つ
L
農
業
し
つ

L

あ
る
現
買
を
知
る
と
と
は
日
本
農
業
の
北
匙
に
釘
し

何
等
か
の
暗
示
を
血
(
ふ
る
に
資
す
る
で
あ
ら
う
と
と
を
没
却
し
度
い
か
ら
で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
二
・
一
二
主
と
し
て
資
料
に
闘
し
て
断
っ
て
ゐ
く
必
嬰
が
あ
る
。
本
稿
に
使
用
し
た
資
料
は
、
主
と
し
て
ソ
ピ
エ

l

ト
側
護
行
の
新
聞
並
に
諸
資
料
、
満
餓
並
に
軍
政
常
品
の
調
奈
資
料
を
基
礎
と
し
て
居
る
が
、
一
々
共
の
出
所
を
明
か
な
ら
し
め
・
な

か
っ
た
。
之
は
斯
組
資
料
が
多
く
秘
扱
と
友
っ
て
居
る
闘
係
上
位
然
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
記
述
に
あ
た
っ
て
は
政
策
的
た
見
解

を
極
力
避
け
る
と
と
に
努
め
公
表
一
品
質
の
分
析
に
主
出
を
泣
い
た
。
又
資
料
は
ソ
聯
側
で
最
新
年
度
の
公
表
を
避
け
つ
L
あ
る
現
欣

か
ら
致
し
方
・
泣
い
次
第
で
あ
る
が
、
多
少
年
次
が
古
き
に
地
ぐ
る
部
分
も
あ
る
。
併
し
乍
ら
調
奈
に
あ
た
っ
て
は
調
布
.
年
次
の
新
宮

に
闘
せ
ざ
る
部
耐
に
つ
き
問
題
を
保
う
た
闘
係
上
此
の
則
の
不
備
は
本
稿
の
偵
他
を
光
程
傷
つ
く
る
も
の
で
は
な
い
と
考
へ
る
。
向

ほ
調
布
分
析
に
あ
た
っ
て
は
鮮
践
の
農
業
的
地
位
並
に
様
相
を
鮮
明
な
ら
し
む
る
手
段
と
し
て
ソ
聯
農
業
者
の
夫
れ
と
封
比
す
る
方

訟
を
と
っ
て
借
る
。

ニ
、
極
東
リ
領
に
炉
、
け
る
朝
鮮
人
の
分
析

制
東
ソ
悦
内
に
は
今
日
約
八
十
種
に
建
す
る
諸
人
和
が
分
布
せ
ら
れ
て
肘
り
、
此
の
巾
に
あ
っ
て
朝
鮮
人
は
次
去
の
如
く
可
成
り

主
要
な
郎
分
伝
ぃ
内
め
て
居
る
。
而
し
て
金
ソ
ピ
エ

l
ト
聯
邦
巾
・
に
分
布
せ
ら
れ
る
朝
鮮
人
人
口
は
約
一
九

O
、
0
0
0人
に
建
し
、
之

等
は
主
と
し
て
極
東
地
方
に
居
住
し
て
居
る
。
ハ
九

0
・
oum以
上
と
推
定
す
)
夫
等
朝
鮮
人
の
か
γ
故
ハ
八
七
、

0
0
0人
)
は
ソ
聯
の

岡
純
を
所
有
じ
或
は
共
産
窯
日
と
し
て
或
は
赤
軍
に
活
躍
す
る
も
の
も
あ
る
。
制
京
地
方
に
於
て
も
主
と
し
て
器
龍
州
以
東
の
地
に

多
く
分
似
せ
ら
れ
て
出
る
。
試
み
に
制
小
沢
ソ
似
内
各
地
に
於
け
る
諸
民
放
の
分
術
以
況
を
%
を
以
て
示
せ
ば
火
の
如
く
で
あ
る
。
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き
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東
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内
諸
民
放
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況
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一
一
ー
民
民
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さ
て
四
一
一
狛
太

一
六
毛
一
一
土

?=一一比六

八・九一一
一一一人一一

人

口

入

ロ
(
千
人
〉占・六一

口
(
千
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一
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o
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四
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四
一
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之
助
一
寸
は
朝
鮮
人
の
分
布
域
に
就
て
概
制
す
る
に
、
朝
鮮
人
の
極
東
ソ
偵
へ
の
移
住
の
開
始
は
文
献
に
依
れ
ば
一
八
六
四
年
ウ
ス
リ

l
地
方
へ
移
住
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、
大
量
に
移
住
を
見
る
に
至
っ
た
の
は
一
九
一

O
年
以
降
、
特
に
ソ
ピ
エ

l
ト
政
植
確
立
後
と

さ
れ
て
居
る
。
共
の
移
住
方
向
或
は
診
勤
流
は
ウ
ス
リ

l
江
何
谷
及
び
下
部
ア
ム
ー
ル
江
並
に
ウ
ラ
ジ
ヲ
ス
ト

I
ク
市
よ
り
J

ア
カ
ス

ト
リ
簡
に
至
る
日
本
海
沿
岸
地
方
を
中
心
と
し
、
最
近
は
太
ホ

l
ツ
ク
地
方
・
新
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
方
へ
も
進
出
し
、
速
く
ザ
パ
イ

れ
る
。
次
に
H
M
も
多
く
集
中
す
る
地
恒
に
が
、
け
る
朝
鮮
人
の
全
人
口
に
到
す
る
dm
の
欣
況
を
参
考
の
た
め
示
さ
う
。

カ
ル
地
方
へ
も
移
動
し
て
居
る
。
最
も
之
等
の
符
度
高
き
地
区
は
共
の
地
匿
金
人
口
の
九

0
・
0
%に
建
す
る
村
落
さ
へ
見
受
け
ら

ポ
シ
エ
ト
ス
キ

l

匝

九
0
・o
u
w

ス
イ
フ
ン
ス
キ

l
臨

五
0
・0

ス
ウ
チ
ャ
ン
ス
キ

l
匝

五
一
-

多
少
統
計
が
古
い
が
一
、
九
二
二
一
年
に
於
け
る
朝
鮮
人
の
最
も
術
集
せ
る
地
域
と
し
て
沿
海
州
南
部
に
於
け
る
朝
鮮
人
農
業
者
の

居
住
祇
況
を
表
示
す
る
。

品
棚
束
ソ
領
に
於
け
る
鮮
農
相
似
替
に
就
て

五



極
東

y
領
に
於
け
る
鮮
曲
民
総
替
に
就
て

2壷

iJU 

沿
海
州
市
部
ニ
於
ケ
ル
桃
山
農
居
住
欣
況

〔
第
二
表
)

l
l

一
農

村

落

別

l

一
戸

ボ

シ

エ

ツ

ト

ス

カ

ヤ

↑

ア
レ
ク
サ
ン
ド
口
フ
ス
カ
ヤ
一

パ

ラ

パ

シ

ェ

ア

ス

カ

ヤ

一

シ
コ

I
ト

プ

ス

カ

ヤ

一

ス

l

チ

ャ

ン

ス

カ

ヤ

一

家
一
農

敏
一
人

ニ、霊八一

二、ーさ三一

一二一五六一

一、一石九一
四四六一

業
↑
地
直
内
の
鮮

口
一
段
戸
数
ぺ
M
拘

)

九九・
0

五八・口
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ゲ
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ス
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計

山
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一
良

数
一
人

旦品六一

エ、
2

四一一一

一、四六晶

一、昌一一一

一回、}宅八一

一一六

業
↑
地
底
内
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一
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数

=、一矢九

一一、八一一

品、八百一

五、八八

七占、七
O

概
し
て
朝
鮮
人
は
商
工
業
よ
り
農
業
に
多
く
従
事
し
、
都
市
居
住
者
は
合
計
し
て
も
一
、

0
0
0人
内
外
と
推
定
せ
ら
れ
、

台
リ
ロ
u

A
M
m
-
三
日

九
村
落
に
於
け
る
朝
鮮
人
農
業
人
口
は
十
六
寓
に
達
す
る
。

彼
等
の
生
業
献
況
を
概
観
す
る
に
専
ら
農
業
に
従
事
し
、
他
産
業
に
進
出
す
る
者
極
め
て
僅
少
で
あ
る
が
、
彼
等
は
支
那
人
と
反

封
に
円
余
技
と
共
に
移
住
し
堅
買
な
る
生
活
を
替
む
聞
係
上
共
の
護
展
も
将
来
性
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
一
般
に
水
田
経
替
を
主

た
る
生
業
と
し
て
居
る
が
、
都
市
附
近
に
密
集
し
て
国
語
を
皆
み
、
或
は
森
林
地
方
に
て
は
狩
識
を
、
沿
海
地
方
で
は
漁
業
を
、
或

は
鎖
山
地
方
で
は
附
労
働
者
と
し
て
稼
働
し
て
居
る
。
要
す
る
に
農
業
部
聞
に
於
て
は
朝
鮮
人
は
水
間
経
皆
の
技
能
を
有
す
る
に
於
て

将
来
の
裂
展
性
る
る
と
共
に
一
方
ソ
ピ
エ

l
ト
聯
邦
農
業
政
策
の
基
調
た
る
農
業
の
集
固
化
・
機
械
化
と
米
作
粧
替
と
の
矛
盾
乗
離

と
い
ふ
二
重
の
性
格
を
持
っ
て
居
る
貼
を
訓
同
意
し
て
此
D
問
題
を
除
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

=
一
、
朝
鮮
人
農
業
の
諸
様
相

右
辿
べ
た
る
如
き
鮮
農
の
分
布
欣
況
並
に
生
業
の
椋
式
か
ら
故
近
彼
等
の
償
問
む
農
業
に
就
て
多
少
分
析
的
な
資
料
を
採
り
上
げ
て

共
の
様
相
を
推
知
し
よ
う
。
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栽

培

極
東
ソ
領
に
於
け
る
重
要
農
作
物
は
小
委
・
ラ
イ
委
-

t
問
委
・
需
本
会
・
玉
萄
黍
・
4

大
一
旦
・
馬
鈴
薯
・
水
稲
等
で
あ
る
が
、
之
等
作

f下

物

物
の
作
付
欣
況
左
ソ
聯
農
業
者
の
夫
れ
と
割
比
す
れ
ば
弐
去
の
如
く
な
っ
て
居
る
。
即
ち
、

(
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)

ー
チ
ン
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配
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以
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示
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品
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単
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一
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ア
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ヤ
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Jff 

物
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0
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四

0
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五
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L
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前
去
に
就
き
鮮
ソ
農
業
を
栽
培
作
物
に
よ
っ
て
封
比
す
る
に
、
雨
者
聞
に
は
極
め
て
大
な
る
差
異
を
有
す
る
事
を
知
る
。
即
ち
ソ

農
に
あ
っ
て
は
小
委
(
三
凶
・
九
%
J
、
燕
姿
(
ニ
ム
ハ
・
一
%
え
を
主
要
作
物
と
し
て
之
に
ラ
イ
姿
(
九
・
二
%
)
、
強
同
調
会
一
(
八
・
一
%
)
、
等

般
市
本
ソ
領
に
於
け
る
鮮
農
経
替
に
就
て

七



品
棚
米

y
領
に
於
け
る
鮮
度
絞
比
百
に
就
て

二
八

の
委
知
及
び
配
的
鈴
箸
ハ
ム
ハ
・
八
%
)
、
を
多
く
栽
培
す
る
に
釘
し
。
舵
川
良
は
バ
イ
ザ

l
及
チ
ュ

l
ミ

l
ザ
1
(
三
七
・
七
%
)
、

大
豆
こ

五
・
九
%
〉
、
玉
萄
黍
こ
三
・
二
%
)
を
主
要
作
物
と
し
之
に
水
稲
m
八・
J

ハ
μ
〉
を
相
官
に
栽
均
し
て
居
る
献
況
に
あ
る
。
之
は
要
す

る
に
耐
者
の
生
活
慣
習
か
ら
来
る
作
物
の
選
搾
結
川
市
で
る
ら
う
が
、
之
を
農
業
粧
桝
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
作
物
の
配
分
欣
況
は
市

場
要
素
な
考
慮
す
る
限
り
鮮
農
の
配
分
は
ソ
農
に
比
し
今
後
大
い
に
考
究
す
べ
き
問
題
を
持
っ
て
居
る
と
訪
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。
即

ち
鮮
農
の
主
要
作
物
は
大
豆
を
除
き
他
は
之
を
需
要
す
る
市
場
を
有
し
て
居
ら
ぬ
に
封
し
、
ソ
山
誌
の
主
要
作
物
た
る
姿
類
は
都
東
ソ

領
内
に
組
め
て
大
友
る
需
要
を
有
し

E
O
今
後
盆
々
増
大
す
る
傾
向
を
持
つ
も
の
で
る
る
。
要
す
る
に
作
物
の
欣
況
か
ら
み
て
も
鮮

農
は
自
家
用
農
業
と
い
っ
た
形
を
と
っ
て
居
る
と
と
が
推
知
さ
れ
る
。
唯
水
稲
の
栽
培
に
相
官
の
成
果
を
皐
げ
て
居
る
貼
に
留
意
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
極
東
ソ
制
に
於
け
る
水
稲
に
闘
す
る
資
料
と
し
て
参
考
の
た
め
二
・
三
の
数
字
を
摘
記
し
て
置
く
。
先
づ
作
付
献

況
で
る
る
が
主
と
し
て
泊
海
州
に
分
布
せ
ら
れ
、
組
東
地
方
作
付
面
積
の
近
況
は
光
去
の
如
く
で
あ
る
。

一
九
二
六
年

九
八
、
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

」
比
二

L
F

F

一ι
ノ

-
-
F
a
F
'
'
r
h
d

一
コ
ヱ
ハ
、

0
0
0

一
九
三
五
年

一二

O
、0
0
0

牧
穫
高
は
一
九
三
五
年
度
に
於
て

ア

」、

Jレ

日十|

二
七
一
風

ピ
ロ
ピ
ジ
ヤ
ン
州

jl. 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州

一、

O
八
四

ウ

ス

1

・T
E
叫
ノ

一
回
、
六
六

j斤

rf:f. 

州、l

」

?
h

、今、
ru

平
」

J

ノ
J

ノ

二
一
、
五
二

O



而
し
て
平
均
牧
量
(
ヘ
ク
タ
ー
ル
常
ツ
ヱ
ン
ト
ネ
ル
)
は
一
九
三
四
年
度
に

二
三
・
八
L
」
・
放
っ
て
居
る
。
ソ
聯
の
米
作
に
闘
し
て
は

主
と
し
て
技
術
的
方
面
の
研
究
成
果
を
農
林
省
米
穀
局
に
於
て
「
ソ
ピ
エ

1
ト
聯
邦
に
於
け
る
米
作
の
北
進
」
と
題
し
て
資
料
を
公
刊

し
て
居
る
と
と
を
附
記
し
て
置
く
。

農
業
経
替
の
内
科
を
以
下
農
業
組
織
の
翻
拙
か
ら
一
了
一
二
拾
ぴ
上
げ
て
検
討
す
る
。
先
づ
労
働
力
と
耕
地
面
積
の
開
係
で
あ
る
が
、

農

業-

方

式

之
を
鮮
ソ
雨
者
を
封
比
す
る
に

(
第
四
表
)

農

家

の

勢

力

組

成

家

族

数

主歩

耕

地

荷

積

四-::.，
_:_ -~.r I (B) 
』ノ、二

五:ーシ

A(BI 

二 Oシ
・十

三七I
O 

員

五五:
・人

o 0 

力

最下

，fUI.. 
丸、G

ソ

足基

此
心
表
に
於
て
見
ら
れ
る
特
長
は
鮮
農
は
一
農
家
経
営
中
心
労
働
力
が
ソ
農
よ
り
大
な
る
に
拘
ら
十
、
耕
地
面
積
が
川
側
め
て
小
な

る
賄
、
即
ち
一
附
労
働
力
九
州
耕
地
面
積
の
小
友
る
貼
で
あ
る
が
、
此
の
事
は
今
後
北
の
意
味
す
る
保
件
を
究
明
す
ペ
き
問
題
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
鮮
農
の
操
業
経
替
方
式
に
不
合
理
な
る
努
力
の
泊
費
が
行
は
れ
て
居
る
も
の
や
否
ゃ
に
閲
す
る
解
答
に
資
す
べ
き
的
確
な

る
資
料
は
今
此
慮
に
見
出
す
と
と
は
困
難
で
あ
る
。

+
引
に
播
極
地
積
と
牧
草
地
の
割
合
を
見
る
に
弐
去
の
如
く
で
あ
る
。

極
東

y
仮
に
於
け
る
鮮
農
経
韓
国
に
就
て

1L 



(
第
五
表
)

般
市
水
ソ
領
に
於
け
る
鮮
農
終
盤
宵
に
就
て

一
農
家
常
播
極
地
と
牧
草
地
の
割
合
(
デ
シ
ヤ

I
チ
ン
)

ソ

O 

t苔

九五

五一

ノ、
四六

回 r，

t主

~ u 

八一

u 0 

A/B 

1電

(A) 

牧

地

主主

地

B
 

鮮
農
心
主
穀
農
業
た
る
性
格
を
此
の
表
が
遺
憾
友
く
示
し
て
居
る
。
之
を
裏
付
け
る
資
科
と
し
て
農
家
一
粧
構
内
に
於
け
る
家
南

(
第
六
表
)

の
割
合
を
見
る
に
次
去
の
如
く
諜
約
さ
れ
る
。

農
家
川
市
山
水
省
飼
養
欣
況
(
頑
)

最下

1匂-
JJ泊乙

ソ

設

二八

~ 0 

五三
O 六

O 

五 l

二 O

1L ゴb
u 0 

言「

4土

牛

牝

学

隊

馬

即
ち
ソ
農
一
一
経
佳
世
家
畜
六
・
二
二
に
封
し
鮮
農
了
八
三
と
な
っ
て
局
る
。
而
し
て
農
業
用
役
畜
と
し
て
使
役
せ
ら
る
L
も
の
は

ソ
農
に
あ
っ
て
は
家
畜
教
の
略
々
二

O
M
mと
推
定
せ
ら
る
L

に
封
し
鮮
農
は
五

O
%
に
及
ぶ
。

+
引
に
鮮
農
の
農
業
方
法
に
就
て
み
る
に
彼
等
の
多
く
が
朝
鮮
よ
り
移
性
ず
る
時
多
く
は
貧
窮
に
基
い
て
移
動
せ
る
も
の
で
あ
る
結

果
北
ハ
の
方
式
も
所
前
小
農
的
で
あ
り
従
っ
て
機
械
力
の
利
用
の
如
き
部
固
に
於
て
も
極
め
て
原
始
的
た
形
を
踏
襲
し
て
居
る
。

F~-l-l. 
1主主

業

一↑一以

k
の
如
き
山
設
業

ω
絞
替
に
於
て
北
ハ
の
牧
続
は
如
何
に
あ
げ
ら
れ
つ
L
あ
る
や
。
先
づ
鮮
・
ソ
此
肢
の
-
経
皆
川
H

川
農
業
牧
ハ
伶
の
欣
況

盆

牧



を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
c

(
第
七
表
)

川日品川一

一

小

姿

イ

豪

一

様

前

者

一

蕎

市

営

玉

田

勾

黍

大

‘

一

致

馬

鈴

薯

大

麻

理

蹴

一

昨

農

家

首

農

業

牧

谷

の

計

t芯

ジ丑
ャ 1 ~ノ

(面
ニ 00000000ー|し
七 Oニ000二七二 o1'"""積
三 l 四 O 二七九四七七三 1

昭文

前
表
か
ら
夫
々
一
J

ア
シ
ヤ

1
チ
ン
常
牧
谷
を
算
出
す
る
に

農

九
一
・
ゴ
一
ル
ー
ブ
ル

、川M
E

・
什
同
寸

'
'
'
H
H
V
'
'
H
U
V
 

ト
U

L

、一

L

・9
た

wz

主主

播

本竜

最下

T百[

0
・2
一一

o

一一一
0
・二

O
一

0
・
二
四
一

0
・
五
七
一

0
・一

O
十

三
一
一
一
一

牧

主主

、ノ

農

農〈
ん

1
.
7
ル
)

積

一・七

:Fi‘ 
一
間
・
八
九

二
一
一
一
・
八
六

四
一
一
一
・
八
九

六
・
ニ

O

戸¥・ i¥

O 三
二五
』噌ー幽ー

示
し
て
居
る
。

で
鮮
農
は
土
地
に
封
し
て
は
組
め
て
高
き
収
録
な
あ
げ
て
居
る
が
、
北
去
に
つ
き
労
力
に
射
す
る
牧
谷
を
み
る
に
之
と
逝
の
欣
況
を
v

品
聞
東

y
何
叫
に
於
け
る
鮮
皮
切
脳
管
に
就
て



般
市
本
ソ
領
に
於
け
る
鮮
由
民
総
鋒
に
就
て

l 鮮 z/r~ 

liJJ:. 農

ソ

持

力

一
経
一
瞥
常
労
力

d、"1:1 r...E辻』

J政

メよ吊

lnt 

牧

七二
ii. "/¥;. /:')~ I (B) 

七 O戸
九二'

A(B 

八五 i

五五)~I 
-ー，フ l
二二 一口Jレ i

了-:̂ I (A) 
O 二
〆、ノ、

主主

る
斯
く
て
之
等
の
資
料
よ
り
鮮
農
の
粧
皆
に
於
て
、
特
に
勢
力
の
配
置
に
於
き
今
後
考
究
す
べ
き
課
題
が
多
い
と
と
を
暗
示
せ
ら
れ

(
第
九
表
)

，
択
に
農
業
所
作
に
乳
肉
・
養
蜂
或
は
副
業
に
よ
る
所
得
を
加
算
し
た
年
所
得
は
共
去
の
如
く
で
あ
る
。

相
川
符
別農農

ソ
か
く
て
家
政
一
人
世
年
所
得
は

rLtt 
Bて

ソ

農

相
川
仙
の
懸
隔
を
持
っ
て
肘
る
。

以来

fザ

昨
農
・
ソ
農
の
年
所
得
比
較
ハ
ル
ー
ブ
ル
)

高リ

民

七ニ
ノ、ノ、

広
川fy
 

乳

内

所

得

-1:;四

い

養

蜂

所

得

八
七
・
六

二
・
一
ル
ー
ブ
ル

業

一一
δ
一

所

千早

四一
四五
七九

，..制凶ー畑圃冊目勝-幽-温日油組副凶困剛



四
、
結

言

組
東
ソ
舗
に
於
け
る
農
業
の
殻
民
は
共
の
白
然
地
理
的
保
件
の
制
約
蹴
し
き
に
も
拘
ら
や
、
近
年
組
め
て
飛
躍
的
た
進
境
を
一
川
じ

つ
L

あ
る
事
は
、
資
料
乏
し
き
今
日
に
於
て
す
ら
充
分
推
定
し
仰
る
根
仙
慨
を
有
す
る
。
制
東
ソ
M
M
農
業
の
持
つ
役
割
は
此
出
胞
に
改
め

て
述
べ
る
迄
も
-
な
か
ら
う
σ

斯
く
て
最
近
ソ
ピ
エ

l
ト
政
府
は
共
の
有
す
る
農
業
科
郎
?
を
械
地
に
迄
進
展
せ
し
め
所
謂
「
農
業
の
境

外
線
」
を
征
服
し
つ

L
b
る
。
ソ
聯
に
於
け
る
経
済
地
理
穆
者
に
し
て

E
H
L
P
E
C時
酔

Z
F
Jム
畏
邑
ωむ
3

の
著
者
エ
ヌ
・
ミ
ハ
イ

ロ
フ
出
・
民
F
Z
1
0
4
は
共
の
著
E
m
o
己
g
c
g雪
呂
r
u
J
H
G
ω

日
ョ
に
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

「
艇
北
、
北
氷
洋
岸
に
は
農
業
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
ツ
ン
ド
ラ
、
永
久
に
氷
結
し
た
潟
地
。
共
庭
に
は
町
も
村
も
な
、
か
っ
た
。
併

し
綾
近
五
年
間
に
極
北
は
非
常
に
饗
化
を
と
げ
て
居
る
。
石
茨
・
石
油
・
隣
友
石
及
び
諸
金
属
が
北
氷
洋
に
鷲
見
せ
ら
れ
、
預
電
所

が
建
設
さ
れ
た
。
製
陣
工
場
及
び
木
材
コ
ン
バ
イ
ン
が
生
れ
た
。
港
簡
が
阿
茶
、
航
空
路
が
開
設
さ
れ
多
く
の
科
串
研
究
所
や
無
料

電
信
設
備
が
設
け
ら
れ
‘
大
都
市
が
潟
地
と
石
の
土
地
の
上
に
建
設
さ
れ
新
し
い
住
民
が
定
着
し
て
居
る
。

斯
く
て
大
同
友
の
食
組
特
に
グ
イ
タ
ミ
ン
含
有
の
植
物
性
食
物
並
に
新
鮮
友
牛
乳
を
必
要
と
し
た
。
之
が
秘
地
農
業
の
根
本
で
あ
る
。

夫
れ
自
ら
が
食
組
基
地
を
有
せ
ぬ
と
と
は
極
北
の
経
済
的
護
建
を
妨
げ
る
。
科
墜
は
之
を
救
っ
た
。

か
く
て
極
北
は
農
業
研
究
所
の
綱
で
穫
は
れ
、
漁
地
の
水
は
排
除
せ
ら
れ
、
酸
性
土
壌
は
ア
ル
カ
リ
で
中
和
し
て
施
肥
さ
れ
た
。

必
要
友
パ
ク
テ
リ
ヤ
植
物
を
植
付
け
た
。
之
は
環
境
へ
の
投
降
で
は
な
い
、
大
自
然
の
改
避
で
る
る
。
年
々
世
界
の
各
地
か
ら
来
る

種
子
が
播
か
れ
、
費
極
が
と
り
上
げ
ら
れ
交
配
さ
れ
た
。
馬
鈴
薯
の
牧
且
一
一
旦
も
相
官
で
あ
り
、
大
変
・
小
姿
が
成
熟
し
燕
姿
も
仲
ぴ
た
。

極
北
に
今
日
は
キ
ヤ
ベ

l
ジ
・
人
塞
・
燕
逃
円
・
大
根
・
腕
豆
・
胡
瓜
・
南
瓜
が
生
育
し
て
居
る
。

農
業
研
究
所
の
援
助
は
ソ
フ
オ

l
ズ
乞
北
氷
洋
岸
に
出
現
せ
し
め
、

く
農
産
物
の
自
給
の
域
に
達
す
る
で
あ
ら
う
。

コ
ラ
ル
T
島
は
住
民
十
五
町
内
の
北
相
工
業
地
方
で
あ
る
が
、
近

極
東

y
仮
に
於
け
る
鮮
由
民
経
替
に
就
て



極

東

y
鎖
に
於
け
る
鮮
農
経
替
に
就
て

四

相
北
の
播
種
商
積
は
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
三
年
迄
に
疏
菜
と
馬
鈴
薯
は
三
十
一
一
一
併
に
穀
物
は
十
倍
に
増
加
し
た
、
農
業
は
境

界
を
知
ら
た
い
。
」

引
別
が
多
少
長
く
な
っ
た
が
此
の
記
述
は
樹
め
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
多
少
の
誇
大
は
あ
ら
う
が
、
師
に
ソ
聯
は
樹
束
ソ

領
農
業
の
科
事
的
研
究
か
ら
一
歩
前
進
し
て
極
地
農
業
の
研
究
に
到
建
し
つ
あ
る
と
い
ふ
知
に
示
唆
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
。

斯
く
て
我
々
の
場
合
極
地
農
業
は
と
も
角
と
し
て
も
極
東
ソ
領
内
の
農
業
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
沿
海
州
・
黒
龍
州
一
帯
の
山
民

業
で
あ
る
が
、
之
に
闘
す
る
技
術
的
・
粧
消
的
諸
研
究
は
共
の
農
業
が
可
能
な
り
や
不
可
能
な
り
や
の
問
題
か
ら
一
歩
前
進
し
、
如

何
に
自
然
保
件
を
克
版
し
て
農
業
す
ペ
き
や
と
い
ふ
知
に
今
後
の
研
究
上
の
重
則
を
置
く
可
き
で
あ
る
。
師
に
前
述
す
る
如
く
同
胞

に
よ
っ
て
相
官
の
賢
績
を
牧
め
つ
』
あ
る
に
於
て
。

此
底
に
於
て
本
稿
は
極
東
ソ
領
内
に
於
け
る
併
農
の
粧
替
保
件
を
多
少
分
析
的
に
取
上
げ
、
右
に
闘
す
る
一
つ
の
解
答
へ
の
資
料

と
し
て
提
起
し
た
弐
第
で
あ
る
。
以
下
前
述
の
資
料
を
要
約
し
て
結
論
に
導
か
う
。

鮮
農
の
極
東
ソ
領
内
農
業
の
性
格
を
見
出
す
可
く
本
稿
は
一
栽
培
作
物
、
二
農
業
方
式
、
コ
一
農
業
牧
訴
と
い
ふ
三
つ
の
問
削
か
ら

乏
し
い
資
料
を
利
用
し
つ

L
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
之
を
契
約
す
れ
ば
攻
の
如
く
た
ら
う
。

一
栽
培
作
物
の
相
拙
か
ら

共
の
種
類
・
作
付
の
枇
況
よ
り
判
定
し
、
市
場
闘
係
を
考
慮
せ
ざ
る
所
前
日
家
用
農
業
的
た
色
彩
強
い
傾
向
あ
る
と
と
。

従
っ
て
出
企
業
が
小
規
模
で
あ
り
護
展
れ
が
な
い
。

農
業
方
式
の
抑
制
か
ら

イ

一
労
力
首
耕
作
地
積
が
小
な
る
と
と
、
換
言
す
れ
ば
一
単
位
面
積
へ
の
投
下
持
力
が
大
な
る
と
と
。

従
っ
て
不
合
理
な
労
力
消
費
が
行
は
れ
肘
る
欣
況
を
推
定
し
得
る
。

ロ
、
家
者
を
飼
育
す
る
と
と
少
き
主
穀
農
業
な
る
と
と
。



従
っ
て
寒
地
農
業
の
一
般
的
組
織
の
例
外
を
た
し
、
経
替
に
不
安
定
性
あ
る
と
と
。

ハ
、
機
械
力
の
利
用
共
他
経
営
内
容
が
原
始
的
に
し
て
小
農
的
な
乙
と

従
っ
て
持
力
の
集
約
的
利
川
を
友
さ
む
る
を
得
ざ
る
と
と
。

一一J

農
業
収
益
の
翻
拙
か
ら

ィ
、
単
位
面
積
首
牧
径
は
比
較
的
大
た
る
も
単
位
勢
力
首
牧
谷
は
小
な
る
と
と
。

従
っ
て
多
量
の
努
力
を
要
す
る
と
と
。

ロ
、
副
業
牧
訴
が
碕
ん
ど
計
ら
れ
や
単
に
農
業
経
告
に
の
み
主
た
る
牧
径
を
依
存
し
居
る
と
と
。

従
ワ
て
年
所
持
の
小
な
る
に
加
へ
自
然
的
保
件
に
釘
し
極
め
て
鑓
動
多
き
農
業
収
益
の
大
小
に
の
み
経
俸
の
結
果
を
委
ね
る
危

除
な
操
業
経
皆
を
な
し
て
居
る
と
と
。

要
す
る
に
資
料
の
一
不
す
底
に
従
っ
て
解
樺
す
る
限
り
鮮
山
肢
の
経
済
的
並
に
粧
管
的
保
件
は
極
め
て
不
合
理
に
出
来
て
居
り
、
共
の

保
件
を
克
服
す
べ
き
考
案
も
今
日
白
鹿
未
だ
案
出
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
而
し
て
結
局
最
も
大
な
る
問
題
は
労
力
配
分
の
問
題
で
あ
ら
う
。

牧
徒
の
割
合
に
又
土
地
の
割
合
に
勢
力
が
多
量
に
治
突
さ
れ
過
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
e

朝
鮮
に
於
て
と
そ
斯
様
な
勢
力
利
則
の
方
法
は

或
る
窓
味
に
於
て
ム
口
迎
化
さ
れ
符
様
が
、
極
東
ソ
偵
の
如
き
人
口
の
稀
少
な
る
従
っ
て
持
力
少
く
且
つ
土
地
底
大
な
る
地
力
に
於
て

は
不
合
理
な
農
業
方
法
と
栴
す
べ
き
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
と
も
角
鮮
農
が
極
東
ソ
領
内
に
る
っ
て
農
業
経
替
を
行
ひ
っ

L
あ
る
と
い
ふ
と
と
は
、
共
の
経
惜
内
容
が
如
何
に
あ
ら

う
と
も
最
も
有
力
な
る
日
本
農
業
の
北
進
を
示
す
も
の
で
、
将
来
此
の
経
傍
が
技
術
的
に
も
粧
情
的
に
も
賀
験
的
に
共
の
成
果
を
判

断
す
る
主
要
な
る
資
を
提
供
す
る
で
あ
ら
う
。

(
昭
和
十
五
年
十
月
十
日
再
度
波
浦
山
溌
の
日
〉

板
東

y
領
に
於
け
る
鮮
農
終
答
に
就
て

五


